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鳥取県八頭県土整備事務所

※A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示

県道若桜下三河線（高橋）橋梁補修工事（補助）

八頭郡若桜町吉川

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単位

葉中の内全

図示 mm

令和 ８ 年度施行　　　鳥取県

3 1

防食塗装工

素地調整

変性エポキシ樹脂系特殊塗料下塗(100g/m
2
)

変性エポキシ樹脂系特殊塗料下塗(100g/m
2
)

弱溶剤形無機ふっ素樹脂塗料用中塗(140g/m
2
)

脱脂剤兼用防錆被膜処理剤(40g/m
2
)

弱溶剤形無機ふっ素樹脂塗料上塗(140g/m

（参考図）

塗装工程

素地調整

表面処理

下　塗

下　塗

中　塗

上　塗

塗料名

3　種

変性エポキシ樹脂系特殊塗料下塗

変性エポキシ樹脂系特殊塗料下塗

弱溶剤形無機ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形無機ふっ素樹脂塗料上塗

使用量

(g/m
2
)

塗装仕様

脱脂剤兼用防錆被膜処理剤 40

140

140

100

100

下　　塗

素地調整

施工手順

作業開始

形状・寸法調査

上　　塗

作業完了

中　　塗

表面処理

下　　塗

※　施工後の材料が乾燥するまで、塗布面が濡れないこと。

※　塗装面のケレンは十分に行うこと。

　　不純物(油、ゴミ等)を十分に除去すること。

※　十分な接着効果を得るために、施工対象となる鋼材面の

※　素地調整の種別は3種ケレンを想定。

※　降雨、降雪のとき、またはその恐れが或る時は使用しないこと。

　　ものについては使用しないこと。

※　材料は可使時間内に塗布を行い、可使時間を過ぎた

2
)

伸縮装置止水工
（参考図）

プレスアドラー圧縮

プレスアドラー搬入

施工手順

作業開始

下地ケレン清掃

プレスアドラー挿入

プレスアドラー下面・地覆部

接着剤塗布

プライマー塗布（ウェブ側）

プライマー塗布

コーキング

作業完了

（プレス側面側）

橋台側 主桁側
車道部<歩道部>

接着剤塗布

(変成シリコン系)

乾式止水材

Type-100

三角シーリング 25x25

(変成シリコン系) a15=120（130）

※（）はA2橋台側

公 実施 参考図



高橋　仮設足場図（参考図その1）

側 面 図

平 面 図

S=1:100

S=1:100

河川余裕高

砂防余裕高

H.W. L = 0 .6 m
0 . 8m

0 . 8m

A1

A2
至　岩屋堂

至　吉川

1
:
0
.5

1:
0
.
5

F

M

100 桁長　31961（桁方向） 100

橋長　32114（　上）

350 支間　31261（桁方向） 350

A1

A2

A1

A2

G1

G2

G3

G4

至　岩屋堂

至　吉川

G1

G2

G3

G4

100 桁長　31961（G1桁上） 100

橋長　32114（　上）

350 支間　31261（G1桁上） 350

吉
川
川

凡  例

吊足場(TYPE A1)

G1

G2
G3

G4

吊り足場　L=24142（22760）

補修範囲（塗替え塗装工）

吊
り

足
場

　
L
=
1
1
0
0
0

吊足場(TYPE A2)

G1 G2
G3

G4

片側朝顔防護足場(TYPE E)

L=1575
片側朝顔防護足場

L=1440
吊り足場

L=9390
吊り足場

L=9110
吊り足場

L=1420
片側朝顔防護足場

8
0
0

8
7
6

L
=
1
6
7
6

片
側

朝
顔

防
護

足
場

1
3
0
3

8
0
0

L
=
2
1
0
3

片
側

朝
顔

防
護

足
場

L=1420
片側朝顔防護足場

吊り足場　L=9250

A

A

B

B

床版シート張

片側朝顔防護足場

L=1575

吊足場

L=1440

L=9110

吊足場

橋梁点検車

橋梁点検車 橋梁点検車

高橋

若桜下三河線

高橋　仮設足場図（参考図その1）

鳥取県八頭県土整備事務所

※A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示

県道若桜下三河線（高橋）橋梁補修工事（補助）

八頭郡若桜町吉川

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単位

葉中の内全

図示 mm

令和 ８ 年度施行　　　鳥取県

3 2

断 面 図 S=1:50

断 面 図 S=1:50

（A1橋台側）

CL

CL

（A2橋台側）

455 8582 687

12571

2
0
0

2619 228

1
0
0

CL

シート張防護

1500

おやごころばし

吊りチェーン

中段足場

床面シート張り防護
防炎シート

朝顔

1500

1
3
0
0

確
保

6
0
0
以

上

455 8582 687

12571

2
0
0

2619 228

1
0
0

CL

シート張防護

1500

おやごころばし

吊りチェーン

中段足場

床面シート張り防護

防炎シート

朝顔

A-A

B-B

安全ネット

安全ネット

※　( )内寸法は下流側を示す。

参考図

足場外床面シート防護　A1 = 42.071m2
足場外床面シート防護

A2 = 48.745m2

公 実施
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吊足場(TYPE A2)

片側朝顔防護足場(TYPE E)

算　式

仮設足場　数量表

種　別

朝顔 m 2

m 2シート張防護

TYPE B　板張　シート付き　片側 117.59

117.59

m 2

m 2床面シート張防護
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117.5911.00×(1.44+9.25)

117.59TYPE A2　片側朝顔　板張　シート付き 11.00×(1.44+9.25)
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